話の 屑籠 
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人が 使う きまりきった 文句 を、 一々 ノ ） ^にと つて、 

それ を 紋切形 字典と 名 づけた。 それに は、 あらゆる 場 

合に、 最も 普通の 人が 最も 普通に 使う 文句が、 アルファ 

ベット 順に 配列され ていた。 そして それ は、 紋切 形の 

習慣に 囚われて いる 人間の 生活が、 如何に 愚かしく ば 

かば かしい もので あるか を、 憤激の 念で 現わそう とし 

たもので あった。 

こうい う 紋切形 字典 —— そ れを 想像し てみ る だけで 

も、 そして 一 寸 でも 自分自身 を 省みて みるならば 猶更、 

おのずから 人生の 愚劣 さに 眉が 顰めら るるので あるが、 

それに 対抗す る ものの 一 つと して、 反故に 似た 種々 の 
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